
一

杏
雨
書
屋
蔵
『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
つ
い
て

― 

現
存
す
る
最
古
の
七
巻
本 

―
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万
里
集
九
の
詩
文
集
『
梅
花
無
尽
蔵
』
は
、
七
巻
本
の
成
立
時
期
を
万
里
の
在
世
中
に
求

め
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
以
前
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

『
梅
花
無
尽
蔵
摘
要
』
二
種
の
う
ち
、「
光
源
院
」
の
黒
方
印
を
捺
す
も
の
（
以
下
、「
光
源

院
本
」
と
略
記
）
に
つ
い
て
論
じ
た
際
、
現
行
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
蔵
す
る
七
巻
八

冊
本
（
以
下
、「
東
大
本
」
と
略
記
）
に
は
巻
二
か
ら
万
里
の
佚
詩
一
首
が
脱
落
し
て
お
り
、

巻
尾
に
附
さ
れ
て
い
る
詩
の
総
数
と
巻
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
の
実
数
が
食
い
違
う
こ
と

か
ら
、
現
行
の
七
巻
本
は
万
里
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
直
接
継
承
す
る
も
の

で
は
な
く
、
後
人
が
『
梅
花
無
尽
蔵
』
七
巻
に
手
を
加
え
、
万
里
の
詩
一
首
を
削
除
し
た
可

能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
併
せ
て
、
東
大
本
巻
一
の
巻
尾
に
記
さ
れ
た
詩
の
総
数
は
、
万
里

の
詩
の
実
数
よ
り
一
首
少
な
い
が
、「
南
畝
文
庫
」
の
朱
方
印
が
捺
さ
れ
た
も
う
一
つ
の

『
梅
花
無
尽
蔵
摘
要
』（
以
下
、「
南
畝
旧
蔵
本
」
と
略
記
）
で
は
、
巻
尾
に
記
さ
れ
た
詩
の

総
数
と
万
里
の
詩
の
実
数
が
一
致
す
る
こ
と
を
そ
の
傍
証
と
し
た
   1

。
だ
が
、
光
源
院
本
も

南
畝
旧
蔵
本
も
零
本
で
あ
り
、
か
つ
万
里
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
は
存
在
が
確

認
で
き
な
い
た
め
、
筆
者
の
指
摘
は
仮
説
に
と
ど
ま
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
万
里
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
存
在
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
に

し
て
も
、
閲
覧
が
可
能
な
七
巻
本
   2

が
成
立
し
た
時
期
は
ど
こ
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
以
前
、
お
お
よ
そ
の
成
立
時
期
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
七
巻
本
の
『
梅

花
無
尽
蔵
』
の
う
ち
、
も
っ
と
も
早
い
も
の
は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
成
立
が
確
認

で
き
る
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
の
七
巻
本
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
   3

。
し
か
し
拙
稿
を
発

表
し
た
後
、
こ
れ
に
先
ん
ず
る
善
本
が
ほ
か
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
は
武
田
科
学
振

興
財
団
杏
雨
書
屋
が
所
有
す
る
『
梅
花
無
尽
蔵
』
七
巻
（
以
下
、「
杏
雨
本
」
と
略
記
）
で

あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
現
存
す
る
七
巻
本
の
う
ち
、
も
っ
と
も
古
い
由
緒
を
も
ち
、
遅
く
と

も
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
は
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
書
誌
は
存
在
し
て
い
た
の
だ

が
、『
補
訂
版 

国
書
総
目
録
』
第
六
巻
（
と
ー
ひ
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
五
五
七
頁
）

や
玉
村
竹
二
「
万
里
集
九
集
解
題
」   4
か
ら
完
全
に
抜
け
落
ち
て
い
た
た
め
に
、『
梅
花
無
尽

蔵
』
の
研
究
に
お
い
て
誰
も
そ
の
存
在
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
貴
重
な
写
本
の
書
誌
、
旧
蔵
者
、
本
文
の
正
確
さ
、
現
行
の
七
巻
本
の

系
統
に
お
け
る
地
位
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
『
梅
花
無
尽
蔵
』
所
収

作
品
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
ら
な
い
場
合
は
東
大
本
を
底
本
と
し
、
基
本
的
に
通
行
の
字
体

を
使
用
す
る
   5

。
ま
た
作
品
題
目
に
は
、
巻
数
と
市
木
武
雄
『
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
』   6
の
作

品
番
号
を
附
す
。

一
　
杏
雨
本
の
書
誌
に
つ
い
て

　

杏
雨
本
は
、
武
田
科
学
振
興
財
団
の
有
に
帰
す
る
以
前
、
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六
〜

一
九
三
四
）
の
蔵
書
で
あ
っ
た
。
大
阪
府
立
図
書
館
編
纂
『
恭
仁
山
荘
善
本
書
影
』（
小
林

忠
治
郎
発
行
、
一
九
三
五
年
）
に
お
い
て
、
そ
の
書
誌
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　

八
四　

梅
花
無
盡
藏　
　
　
　
　
　

釋
萬
里
著　
　
　

七
卷　

六　

册

　
　
　
　
　
　
　
　
　

古　

鈔　

本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淺
草

（
マ
マ
）文
庫
ノ
印
記
ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

圖
版　

卷
一
卷
首　

原
寸

　

こ
の
旧
版
の
目
録
に
お
い
て
『
梅
花
無
尽
蔵
』
は
「
七
巻
六
册
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
は
丹
色
の
表
紙
で
装
丁
し
た
三
冊
本
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
ど
こ
か
の
段
階
で
綴
じ

な
お
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
   7

。
こ
の
点
に
留
意
し
、
杏
雨
書
屋
が
新
た
に
編
纂

し
た
『
新
修
恭
仁
山
荘
善
本
書
影
』（
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
発
行
、
一
九
八
五
年
）

に
収
め
ら
れ
る
「
恭
仁
山
荘
善
本
解
説
」（
以
下
、「
解
説
」
と
略
記
）
八
七
頁
か
ら
、
杏
雨

本
の
解
説
を
挙
げ
よ
う
。
な
お
、
目
録
上
の
番
号
は
、「
八
四
」
か
ら
「
八
五
」
に
変
更
さ

れ
て
い
る
。

　
　

八
五　

梅
花
無
盡
藏　

七
卷　

釋
瑞
九
撰　
　

三
册

　
　
　

 

舊
鈔
本
。
本
書
ハ
釋
瑞
九
ノ
詩
文
集
ナ
リ
。
瑞
九
ハ
室
町
初（

マ
マ
）期ノ
學
僧
ニ
シ
テ
梅
庵
、

萬
里
、
漆
桶
居
士
等
ノ
號
ア
リ
、
梅
花
無
盡
藏
モ
亦
著
者
ノ
別
號
ナ
リ
。
美
濃
紙
ヲ

（284）

熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
、

第
七
〇
号
、
二
八
四
│
二
七
三
、二
〇
二
一



二

中　尾　健一郎

用
ヒ
界
線
ナ
ク
、
第
一
册
ハ
每
半
葉
十
行
、
第
二
、三
冊
ハ
十
三
行
ニ
書
セ
リ
。
七

卷
ヲ
三
册
ニ
裝
釘
ス
。
卷
一
至
三
ハ
七
言
絶
句
、
卷
四
ハ
頌
、
卷
五
ハ
頌
並
雜
體
詩
、

卷
六
、七
ハ
雜
文
ヲ
輯
錄
シ
タ
リ
。

　
　
　

 
書
寫
ニ
關
シ
テ
ハ
奥
書
等
ヲ
闕
ケ
ル
モ
、
室
町
時
代
中
葉
頃
ノ
五
山
、
緇
徒
ノ
手
抄

ニ
係
ル
モ
ノ
ト
思
ハ
レ
、
第
一
册
（ 

一
部
別

筆
ア
リ 

）
ト
第
二
、三
册
ト
ハ
ソ
ノ
筆
者
ヲ
異
ニ

ス
。
全
卷
ニ
朱
點
及
ビ
墨
書
ノ
返
點
、
送
假
名
ヲ
附
セ
リ
。
每
卷
「
淺
草

（
マ
マ
）文
庫
」

「
岡
本
家
藏
書
印
」「
家
在
木
國
和
歌
吹
上
之
浦
」
ノ
印
記
ア
リ
。
五
山
時
代
ノ
丹
表

紙
ヲ
附
セ
ル
原
裝
本
ニ
テ
、
大
サ
七
寸
七
分
、
橫
五
寸
九
分
。
箱
入
。
蓋
ノ
内
面
ニ

「
舊
鈔
本
梅
花
無
盡
藏
三
本　

壬
寅
九
月
仲
壹　

炳
卿
」
ノ
墨
書
ア
リ
〔 

今
箱
失
ス 

〕。
參

考
ト
シ
テ
萬
里
自
筆
ノ
七
絶
二
句
ヲ
書
セ
ル
紙
片
ヲ
添
付
ス
。

　
　
　

本
書
ハ
「
續
群
書
類
聚

（
マ
マ
）」
文
筆
部
ニ
收
ム
。

　

右
の
解
説
を
執
筆
し
た
の
は
、『
新
修
恭
仁
山
荘
善
本
書
影
』
刊
行
時
の
杏
雨
書
屋
館
長
・

羽
田
明
氏
の
序
に
よ
れ
ば
、
山
鹿
誠
之
助
氏
で
あ
る
   8

。
同
氏
の
「
解
説
」
に
見
え
る
印
記

等
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
印
記
の
「
淺
艸
文
庫
」
は
明
治
時
代
に
設
置
さ
れ
た
官
立
の

「
浅
草
文
庫
」
の
蔵
書
印
で
は
な
く
、
板
坂
卜
斎
（
後
述
）
の
「
淺
艸
文
庫
」
の
蔵
書
印
で

あ
る
   9

。「
岡
本
家
藏
書
印
」
は
、
岡
本
況
斎
の
蔵
書
印
と
見
ら
れ
る
  10

。「
家
在
木
國
和
歌

吹
上
之
浦
」
の
蔵
書
印
主
は
未
詳
  11

。
か
つ
て
は
有
っ
た
収
納
用
の
箱
の
蓋
に
書
さ
れ
て
い

た
「
壬
寅
」
は
明
治
三
五
年
、「
炳
卿
」
と
は
、
杏
雨
本
の
旧
蔵
者
で
あ
る
内
藤
湖
南
の
別

号
。「
解
説
」
に
は
自
明
の
こ
と
ゆ
え
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
杏
雨
本
第
一
冊
の
第
一

葉
表
に
は
、
湖
南
の
蔵
書
印
「
炳
卿
珍
藏
舊
槧
古
鈔
之
記
」
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
杏

雨
書
屋
に
て
行
っ
た
調
査
結
果
を
も
っ
て
「
解
説
」
を
補
え
ば
、
左
記
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
【
書
型
】
大
本　

縦
二
三
・
二
糎
、
横
一
八
・
九
糎

　
　
【
体
裁
】
第
一
冊
、
毎
半
葉
一
〇
行
、
行
二
〇
〜
二
一
字

　
　
　
　
　

  

第
二
冊
、
毎
半
葉
一
三
行
、
行
二
一
字

　
　
　
　
　

  

第
三
冊
、
毎
半
葉
一
三
行
、
行
二
四
〜
二
九
字

　
　
【
表
紙
】
丹
表
紙
、
紋
様
：
無
地
、
右
肩
に
打
付
墨
書
「
儿
組
」

　
　
　
　
　

  

右
肩
の
下
に
打
付
墨
書
「
共
三
」

　
　
【
外
題
】
左
肩
に
題
僉
打
付
墨
書
「
梅
花
無
尽
蔵
」

　
　
【
内
題
】「
梅
花
無
尽
蔵
」

　
　
【
丁
数
】
第
一
冊
九
八
丁
、
第
二
冊
一
〇
四
丁
、
第
三
冊
九
三
丁

　
　
【
そ
の
他 

】
読
み
仮
名
は
多
い
。
朱
点
、朱
傍
引
は
あ
る
が
校
語
は
全
て
墨
書
。
複
数
見

ら
れ
る
脱
字
の
箇
所
が
東
大
本
と
異
な
る
。
ま
た
、「
読
浴
仏
功
徳
経
」（
巻

一
・
261
）
と
「
新
居
築
山
」（
巻
一
・
262
）
の
順
番
が
、
通
行
本
と
異
な
り
、

入
れ
か
わ
っ
て
い
る
。

　

な
お
、「
解
説
」
の
末
尾
に
、「
本
書
」
は
続
群
書
類
従
の
文
筆
部
に
収
め
る
と
あ
る
が
、

杏
雨
本
は
後
節
に
論
ず
る
よ
う
に
、
東
大
本
に
近
い
系
統
に
属
す
る
。

二
　
杏
雨
本
の
旧
蔵
者
・
板
坂
如
春
（
二
代
卜
斎
）
に
つ
い
て

　

杏
雨
本
の
旧
蔵
者
と
し
て
最
初
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
徳
川
家
に
仕
え
た
医
師
・
板
坂
如

春
（
一
五
七
八
〜
一
六
五
五
）
で
あ
る
。
父
親
は
卜
斎
と
号
し
、
こ
れ
を
襲
っ
た
ゆ
え
に
二

代
卜
斎
と
し
て
知
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
論
述
の
都
合
に
よ
り
如
春
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
人
物
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
入
手
し
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、

父
親
で
あ
る
初
代
卜
斎
と
如
春
に
関
す
る
事
蹟
を
見
る
と
、
若
干
の
手
が
か
り
と
な
る
事
柄

が
あ
る
。
如
春
に
つ
い
て
は
、
江
戸
幕
府
の
御
儒
者
を
務
め
た
林
鳳
岡
（
一
六
四
四
〜

一
七
三
二
）
が
著
し
た
「
板
坂
卜
斎
如
春
叟
碑
銘
」
に
詳
し
い
。
長
文
で
あ
る
の
で
一
部
を

抜
粋
し
、
そ
の
家
系
と
生
い
立
ち
、
徳
川
家
と
の
関
係
を
中
心
に
紹
介
す
る
。
な
お
、
原
文

は
漢
文
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
書
き
下
し
文
の
み
を
掲
げ
る
。
ま
た
、
傍
線
は
私

に
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

 　

老
医
板
坂
ト
斎
如
春
叟
は
、
衛
生
家
の
良
な
り
。
其
の
先
宗
頓
、
其
の
次
宗
徳
、
江

州
坂
本
に
住
む
。
宗
徳
の
子
、
維
順
と
曰
い
、
洛
陽
（
京
都
）
に
遷
り
、
鴻
術
の
業
、

都
鄙
に
達
し
、
法
印
位
に
叙
せ
ら
る
。
後
に
越
中
国
に
到
り
、
兵
革
に
罹
り
て
没
す
。

其
の
子
、
備
後
入
道
と
曰
う
。
其
の
子
宗
慶
、
祖
の
武あ

と

を
縄つ

ぎ
、
声
誉
世
に
聞
こ
ゆ
。

法
印
位
に
叙
せ
ら
れ
、
僥
倖
軒
と
号
す
。
曽
て
武
田
信
玄
の
招
き
に
応
じ
、
洛
よ
り
甲

陽
（
甲
府
）
に
赴
き
、
眷
遇
太は

な
は

だ
渥あ

つ

し
。
東
照
大
神
君
も
亦
た
其
の
名
を
聞
き
、
書

を
賜
い
薬
を
饋お

く
ら
る
る
に
謝
す
。
霊
陽
院
義
昭
及
び
北
条
氏
政
、
能
く
其
の
技
を
知
る
。

宗
慶
に
子
有
り
、
宗
商
と
曰
う
。
幼
く
し
て
伶
俐
な
れ
ば
、
僧
と
為
り
、
南
禅
寺
東
禅

院
に
住
す
。
信
玄
の
言
に
依
り
、
甲
陽
に
往
き
、
還
俗
し
て
医
と
為
り
、
卜
斎
と
号
す
。

283



三

杏雨書屋蔵『梅花無尽蔵』について

天
正
小
田
原
の
役
、
神
君
に
従
う
。
其
の
後
、
宅
地
を
賜
り
て
江
府
（
江
戸
）
に
居
り
、

頗
る
恩
顧
に
預
か
る
。

　
　

 　

叟
は
、
其
の
子
な
り
。
天
正
戊
寅
、
甲
州
に
生
ま
る
。
母
は
関
口
常
菴
の
女
な
り
。

幼
名
は
長
太
郎
、
如
春
と
号
し
、
別
に
東
赤
と
称
す
。
後
に
父
の
称
を
追
い
て
、
又
た

卜
斎
と
号
す
。
幼
く
し
て
父
を
喪
い
、
然
し
て
悉

こ
と
ご
と

く
家
伝
の
秘
方
を
受
く
。
天
正

辛
卯
、
十
四
歳
に
し
て
大
神
君
を
拝
し
奉
り
て
、
台
徳
院
大
相
国
公
に
近
仕
す
。
神
君
、

其
の
孤
立
を
憐
れ
み
、
官
医
意
安
宗
恂
（
吉
田
宗
恂
）、
施
薬
院
一
鷗
に
命
じ
、
学
習

の
事
に
勧
誘
し
、
行
旅
及
び
放
鷹
の
遊
び
有
る
ご
と
に
、
扈
従
せ
ざ
る
は
無
き
な
り
。

慶
長
庚
子
、
関
原
の
役
、
亦
た
其
の
軍
に
従
う
。
神
君
、
国
家
を
台
徳
公
に
譲
り
て
後
、

駿
府
に
在
り
。
叟
、
日
夜
陪
侍
し
、
勤
労
少
な
か
ら
ず
。
或
い
は
伴
食
に
列
し
、
或
い

は
湯
薬
を
献
じ
、
其
の
秘
薬
を
調
し
、
其
の
薬
種
を
異
域
に
求
む
る
に
、
叟
、
之
れ
に

預
か
ら
ざ
る
無
し
。
其
の
後
、
命
に
依
り
紀
陽
の
亜
相
頼
宣
卿
に
仕
う
。
寛
永
庚
午
、

亜
相
の
旨
に
応
じ
、
令
嗣
光
貞
卿
に
従
い
東
来
す
。
此
れ
よ
り
江
府
に
住
居
し
、
黄
門

の
病
有
る
ご
と
に
、
其
の
危
急
を
療
し
、
皆
な
良
効
を
得
る
な
り
。（
中
略
）
晩
年
、

浅
草
に
閑
居
し
、
養
老
養
生
し
、
薬
を
種
え
、
自
ら
以
て
楽
し
み
を
為
す
。
多
く
医
籍

を
蔵
し
、
思
い
を
家
業
に
覃ふ

か
む
。
明
暦
乙
未
の
冬
、
病
に
臥
し
、
自
ら
其
の
死
の
近
き

に
在
る
を
知
り
、
出
で
て
紀
陽
の
亜
相
、
黄
門
及
び
少
将
頼
純
に
謁
し
て
告
別
す
。
三

君
も
亦
た
自
ら
往
き
て
病
を
問
い
、
且
つ
黄
金
、
時
服
を
賜
い
、
音
問
絶
え
ず
。
仲
冬

十
二
日
、
遂
に
没
す
。
寿
七
十
八
な
り
。

　
　
（
林
鳳
岡
「
板
坂
卜
斎
如
春
叟
碑
銘
」、『
鳳
岡
林
先
生
全
集
』
巻
百
十
三
）  12 

　

浅
草
文
庫
を
設
け
た
二
代
目
板
坂
卜
斎
は
、
代
々
医
師
の
家
系
に
生
ま
れ
た
。
板
坂
家
の

初
代
宗
頓
、
二
代
宗
徳
は
近
江
国
坂
本
に
居
住
し
た
が
、
三
代
目
の
維
順
の
と
き
に
京
都
に

移
り
住
ん
だ
。
維
順
は
医
業
を
修
め
、
そ
の
優
れ
た
医
術
に
よ
っ
て
、
京
都
は
も
と
よ
り
地

方
に
も
高
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
法
印
位
を
授
け
ら
れ
た
が
越
中
国
で
兵
乱
に
遭
っ

て
没
し
た
。
四
代
備
後
入
道
を
経
て
、
五
代
宗
慶
の
代
に
再
び
医
術
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
宗
慶
も
祖
父
に
同
じ
く
法
印
位
を
授
け
ら
れ
、
武
田
信
玄
の
招
聘
を
う
け
て

甲
斐
国
に
赴
い
た
。
信
玄
の
ほ
か
、
徳
川
家
康
、
足
利
義
昭
、
北
条
氏
政
に
も
そ
の
名
を
知

ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
宗
慶
の
後
を
継
い
だ
の
が
六
代
宗
商
（
初
代
卜
斎
）
で
あ
る
。

　

初
代
卜
斎
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
父
の
後
を
直
接
襲
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の

伶
俐
さ
ゆ
え
に
は
じ
め
は
南
禅
寺
東
禅
院
に
入
り
、
武
田
信
玄
の
招
き
に
応
じ
て
還
俗
し
た

と
い
う
異
色
の
経
歴
で
あ
る
。
彼
が
何
時
頃
ま
で
南
禅
寺
に
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
武
田
信

玄
が
家
督
を
継
い
だ
の
が
天
文
十
年（
一
五
四
一
）、死
去
し
た
の
が
天
正
元
年（
一
五
七
三
）

で
あ
る
か
ら
、
遅
く
と
も
天
正
年
間
よ
り
前
ま
で
は
僧
籍
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
初
代
卜

斎
は
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）、
甲
斐
の
関
口
常
菴
の
娘
と
の
間
に
如
春
を
も
う
け
、
天
正

十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
小
田
原
征
伐
の
際
に
も
家
康
に
随
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
武
田

家
が
滅
亡
し
た
後
、
徳
川
家
に
仕
え
た
と
見
ら
れ
る
。
卒
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
子
の
如
春

が
若
く
し
て
父
を
喪
い
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
十
四
歳
で
徳
川
家
康
に
拝
謁
し
、
子

の
秀
忠
の
近
習
に
取
り
立
て
ら
れ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
代
卜
斎
が
死
去
し
た
の
は
こ
の

頃
か
も
し
れ
な
い
。
祖
父
宗
慶
、
父
卜
斎
と
い
う
名
医
の
家
系
を
持
つ
如
春
に
目
を
か
け
た

家
康
は
、
医
師
吉
田
宗
恂
ら
に
命
じ
て
如
春
に
医
業
を
学
ば
せ
た
だ
け
で
な
く
、
旅
行
や
鷹

狩
り
に
相
伴
さ
せ
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
際
も
従
軍
さ
せ
た
。
家
督
を
秀
忠
に
譲
り
、
駿
府
城

に
引
退
す
る
と
き
も
如
春
を
引
き
連
れ
、
朝
夕
の
食
事
に
同
席
さ
せ
、
漢
方
薬
の
調
合
な
ど

に
従
事
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
家
康
が
如
春
を
深
く
信
頼
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
の
後
、
家
康
の
命
に
よ
り
、
如
春
は
紀
伊
藩
の
徳
川
頼
宣
に
仕
え
た
。
ま
た
頼
宣

の
長
子
光
貞
に
従
っ
て
江
戸
へ
上
り
、
晩
年
を
浅
草
の
自
邸
で
送
っ
た
。「
淺
艸
文
庫
」
の

蔵
書
印
は
、
如
春
隠
棲
の
地
に
因
む
で
あ
ろ
う
。
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
十
一
月
十
二
日

に
死
去
。

　

以
上
、
板
坂
如
春
に
つ
い
て
概
観
し
た
が
、
彼
が
杏
雨
本
を
浅
草
文
庫
に
所
蔵
し
た
こ
と

に
鑑
み
れ
ば
、
杏
雨
本
の
成
立
は
、
遅
く
と
も
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
で
あ
り
、
天
明
二

年
（
一
七
八
二
）
に
成
立
し
た
蓬
左
本
に
先
ん
ず
る
。
つ
ま
り
現
存
す
る
最
古
の
七
巻
本
と

い
え
る
。
山
鹿
誠
之
助
氏
の
「
解
説
」
に
一
部
従
え
ば
、
室
町
時
代
の
後
半
に
五
山
僧
に

よ
っ
て
書
き
写
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
如
春
は
ど
の
よ
う
に
し
て
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
入
手
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
鳳

岡
が
著
し
た
墓
誌
銘
を
読
む
と
、「
幼
く
し
て
父
を
喪
い
、
然
し
て
悉

こ
と
ご
と

く
家
伝
の
秘
方
を

受
く
」
と
あ
り
、
如
春
は
初
代
卜
斎
の
蔵
書
を
引
き
継
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
板
坂
家
が
京

都
五
山
と
明
ら
か
に
接
点
を
持
つ
の
は
初
代
卜
斎
の
時
で
あ
る
。
卜
斎
が
か
つ
て
南
禅
寺
に

身
を
置
い
た
と
い
う
経
歴
は
、
同
じ
く
南
禅
寺
金
地
院
の
住
持
で
あ
り
、
家
康
に
仕
え
た
以

心
崇
伝
が
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
を
も
同
時
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
  13

。
還

俗
前
で
あ
っ
た
か
、
還
俗
後
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
初
代
卜
斎
の
み
が
京
都
五
山
と
つ

な
が
り
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、
杏
雨
本
は
初
代
卜
斎
に
よ
っ
て
板
坂
家
に
も
た
ら
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
如
春
が
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
所
有
し
た
こ
と
以
外
は
確
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実
で
は
な
い
の
だ
が
、
板
坂
家
が
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
入
手
し
た
経
緯
と
し
て
は
、
初
代
卜

斎
が
京
都
五
山
の
関
係
者
を
介
し
て
入
手
し
た
と
の
仮
説
は
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
杏
雨
本
に
は
「
淺
艸
文
庫
」
の
蔵
書
印
の
ほ
か
に
、「
家
在
木
國
和
歌
吹
上
之
浦
」

（
家
は
木
の
国
和
歌
吹
上
の
浦
）
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
蔵
書
印
主
は
未
詳
で
あ
る

が
、
印
文
の
内
容
か
ら
、
如
春
が
仕
え
た
紀
州
徳
川
家
の
関
係
者
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
板
坂
家
の
浅
草
文
庫
か
ら
離
れ
た
『
梅
花
無
尽
蔵
』
は
、
紀
州
藩
関

係
者
の
手
を
経
て
、
岡
本
況
斎
、
内
藤
湖
南
の
蔵
書
と
な
っ
た
後
、
杏
雨
書
屋
の
有
に
帰
し

た
と
見
ら
れ
る
。

三
　
杏
雨
本
を
用
い
た
本
文
の
校
勘
―
―
巻
七
所
収
作
品
を
中
心
に

　

筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
蓬
左
本
の
本
文
が
東
大
本
よ
り
も
優
れ
て
い
る
根
拠
と
し
て
、

「
屏
風
貼
画
賛
十
二
首
・
紅
薬
」（
蓬
左
本
、
巻
三
上
・
210
）
を
挙
げ
た
。
簡
単
に
説
明
す
る

と
、
東
大
本
な
ら
び
に
諸
本
で
は
該
詩
の
題
と
本
文
に
「
紅
葉
」
の
語
を
用
い
て
お
り
、
詩

の
本
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
春
魂
」
と
内
容
が
か
み
合
わ
な
い
が
、
蓬
左
本
で
は
「
紅

葉
」
で
は
な
く
「
紅
薬
」（
紅
芍
薬
の
こ
と
）
に
作
っ
て
お
り
、
内
容
的
に
も
こ
ち
ら
が
正

し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
  14

。
杏
雨
本
を
調
べ
る
と
、
こ
ち
ら
も
「
紅
薬
」
の
語
を
用
い
て

い
る
。
前
述
の
よ
う
に
杏
雨
本
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
成
立
し
た
蓬
左
本
よ
り
も
さ

ら
に
古
い
た
め
、
こ
の
点
か
ら
見
て
も
「
紅
薬
」
が
正
し
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
だ
が
、

元
の
装
丁
で
は
七
巻
六
冊
本
で
あ
っ
た
杏
雨
本
と
、
同
じ
く
七
巻
六
冊
本
で
あ
る
蓬
左
本
の

全
体
的
な
内
容
が
同
じ
か
と
言
え
ば
そ
う
で
は
な
い
。

　

杏
雨
本
は
第
七
巻
所
収
の
全
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
囲
碁
軸
賛
詩
序
」

（
巻
七
・
9
）
の
「
須
臾
風
雨
」
ま
で
し
か
収
め
て
お
ら
ず
、「
晦
冥
、
不
知
所
在
也
」
以
下

が
脱
落
し
て
い
る
松
ヶ
岡
本
や
蓬
左
本
、
お
よ
び
東
大
四
冊
本
と
は
異
な
る
系
統
に
属
す
る
。

巻
四
所
収
の
「
春
岳
崇
公
記
室
聯
句
和
並
序
」
に
つ
い
て
も
、
松
ヶ
岡
本
・
蓬
左
本
・
東
大

四
冊
本
に
は
「
蚊
有
雷
霆
怒
」
以
下
三
句
分
の
脱
落
が
見
え
る
の
に
対
し
て
、
東
大
本
・
鶚

軒
本
・
榊
原
本
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
以
下
、「
早
大
本
」
と
略
記
）
と
同
じ
く
脱

落
が
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
杏
雨
本
は
東
大
本
と
近
い
系
統
に
属
す
る
と
み
て
よ
い
が
、
こ
の
系
統
の

諸
本
と
際
だ
っ
て
異
な
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
東
大
本
・
鶚
軒
本
・
榊
原
本
・
早
大
本
に

共
通
す
る
「
読
円
悟
禅
師
梅
花
詩
」（
巻
四
・
52
）
の
題
と
本
文
の
間
に
、
錯
簡
に
よ
っ
て

九
首
の
詩
が
挿
入
さ
れ
る
と
い
う
装
丁
上
の
誤
り
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
  15

。

ま
た
、
東
大
本
の
少
な
く
な
い
箇
所
に
お
い
て
見
ら
れ
る
脱
字
や
誤
字
を
、
杏
雨
本
に
よ
っ

て
補
訂
で
き
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。
以
下
、
脱
字
の
補
完
、
誤
字
の
訂
正
、
杏
雨
本
の
誤

字
を
手
が
か
り
と
し
た
通
行
本
の
誤
字
の
訂
正
の
三
点
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。
な
お
、
論

述
上
の
都
合
お
よ
び
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
松
ヶ
岡
本
と
蓬
左
本
、
東
大
四
冊
本
お
よ
び
早

大
本
、
続
群
書
類
従
活
字
本
で
は
脱
落
し
て
い
る
「
囲
碁
軸
賛
詩
序
」（
巻
七
・
9
）
か
ら

後
の
作
品
の
み
を
本
文
異
同
の
調
査
の
対
象
と
す
る
。

　
（
一
）
杏
雨
本
を
用
い
て
の
現
行
本
の
脱
字
の
補
完

　
「
臨
川
菴
記
」（
巻
七
・
36
）、「
恵
日
大
慈
派
下
三
公
笑
雲
侍
史
号
説
」（
巻
七
・
37
）
に

は
そ
れ
ぞ
れ
欠
字
が
あ
り
、
杏
雨
本
の
み
が
字
が
欠
け
て
い
な
い
。
左
に
示
せ
ば
次
の
よ
う

で
あ
る
（
以
下
、
標
題
は
東
大
本
に
よ
る
）。

○
巻
七
・
36
「
臨
川
菴
記
」

　

東
大
本　
　

黄
河
九
曲
水
○

落
字
ア
ラ
ン
於
崑
崙

　

鶚
軒
本　
　

黄
河
九
曲
水
○

落
字
ア
ラ
ン
於
崑
崙

　

榊
原
本　
　

黄
河
九
曲
水
○

落
字
ア
ラ
ン
於
崑
崙

　

杏
雨
本　
　

黄
河
九
曲
水
出
於
崑
崙

○
巻
七
・
37
「
恵
日
大
慈
派
下
三
公
笑
雲
侍
史
号
説
」

　

東
大
本　
　

而
色
微
笑
之
来
由
也

　

鶚
軒
本　
　

而
色各

乎

微
笑
之
来
由
也

　

榊
原
本　
　

而
色
微
笑
之
来
由
也

　

杏
雨
本　
　

而
金
色
微
笑
之
来
由
也

　
「
恵
日
大
慈
派
下
三
公
笑
雲
侍
史
号
説
」（
巻
七
・
37
）
は
、
笑
雲
清
三
の
た
め
に
万
里
が

道
号
の
由
来
に
つ
い
て
著
し
た
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
金
」
字
が
脱
落
し
て
お
り
、
脱

落
箇
所
の
前
の
本
文
に
笑
雲
の
こ
と
を
「
金
色
之
新
進
士
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

「
金
」
字
を
補
い
、「
而
し
て
金
色
微
笑
の
来
由
や
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
推
定
で
き

る
。

　

玉
村
竹
二
氏
は
、『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
所
収
『
梅
花
無
尽
蔵
』
巻
七
の
「
恵
日
大
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五

杏雨書屋蔵『梅花無尽蔵』について

慈
派
下
三
公
笑
雲
侍
史
号
説
」
の
本
文
に
「〔
金
〕」
を
傍
書
し
て
い
る
  16

。
た
だ
し
、
そ
の

よ
う
に
記
し
た
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
推
定
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
杏
雨

本
の
本
文
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
氏
の
推
定
が
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
文
脈
か
ら
脱
字
を
推
定
で
き
る
場
合
が
あ
る
一
方
で
、
推
定
が
で
き
な
か
っ

た
の
が
、「
臨
川
菴
記
」（
巻
七
・
36
）
で
あ
る
。
東
大
本
と
榊
原
本
に
は
朱
書
き
で
「
落
字

ア
ラ
ン
」
と
傍
書
さ
れ
て
お
り
、
鶚
軒
本
に
も
墨
書
き
で
同
様
の
注
記
が
見
え
る
。
東
大
本

以
下
、
本
文
の
校
訂
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
物
た
ち
は
、
一
字
分
が
脱
落
し
て
い
る
こ
と
に
は

気
づ
い
た
が
、
い
ず
れ
の
字
を
補
え
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
杏
雨
本
に

「
黄
河
九
曲
水
出
於
崑
崙
」（
黄
河
九
曲
、
水
は
崑
崙
よ
り
出
づ
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
脱
落

し
た
字
が
「
出
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

脱
字
の
ほ
か
に
、
東
大
本
系
諸
本
の
本
文
に
衍
字
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
、
杏

雨
本
は
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
東
大
本
系
諸
本
の
「
美
江
寺
本
堂
上
葺

化
縁
疏
」（
巻
七
・
18
）
に
、「
彼
無
畏
三
蔵
者
、
甘
露
飯
王
之
後
裔
。
越
流
沙
葱
嶺
、
凌
龍

虎
狼
之
毒
牙
、
之
入
長
安
城
」（
彼
の
無
畏
三
蔵
な
る
者
は
、
甘
露
飯
王
の
後
裔
な
り
。

流
沙
葱
嶺
を
越
え
、
龍

虎
狼
の
毒
牙
を
凌
ぎ
、
之
き
て
長
安
城
に
入
る
）
の
五
句
が
あ
り
、

動
詞
が
重
複
す
る
た
め
に
「
之
入
長
安
城
」
の
「
之
」
字
が
必
要
な
の
か
が
判
然
と
し
な
い
。

玉
村
竹
二
氏
は
、
こ
の
「
之
」
字
の
下
に
「
△

（
脱
ア
ル
カ
）」
と
一
字
分
を
挿
入
し
、
脱
字
の
存
在
を

疑
っ
て
い
る
  17

。
一
方
、
杏
雨
本
で
は
「
凌
」
字
以
下
を
、「
凌
龍

虎
狼
之
毒
牙
、
入
長

安
城
」（
龍

虎
狼
の
毒
牙
を
凌
ぎ
、
長
安
城
に
入
る
）
に
作
り
、
文
意
が
通
じ
や
す
い
。

も
ち
ろ
ん
「
之
」
字
が
有
っ
て
も
読
め
な
く
は
な
い
が
不
自
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
伝

写
さ
れ
る
間
に
、
衍
字
の
「
之
」
が
誤
っ
て
書
き
足
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
本
来
は
杏
雨
本
の

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
二
）
杏
雨
本
を
用
い
て
の
現
行
本
の
誤
字
の
訂
正

　
　
（
イ
）
標
題
の
訂
正

　

杏
雨
本
の
長
所
は
、
現
行
の
東
大
本
等
の
脱
字
を
補
完
で
き
る
こ
と
の
ほ
か
に
、
誤
字
を

訂
正
で
き
る
点
か
ら
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
作
品

の
標
題
に
お
い
て
で
あ
る
。
東
大
本
の
「
葦
牧
野
説
」（
巻
七
・
12
）
と
「
東
陽
大
禅
師
作

前
長
州
刺
史
三
秀
端
公
之
賛
、
某
跋
某
末
」（
巻
七
・
39
）、「
前
住
禅
興
竺
帝
和
尚
祭
文
」

（
巻
七
・
43
）
の
例
を
見
よ
う
。

○
巻
七
・
12
「
葦
牧
野
説
」

　

東
大
本　
　
「
葦
牧
野
説
」

　

鶚
軒
本　
　
「
葦
牧
野
説
」

　

榊
原
本　
　
「
葦
牧
野
説
」

　

杏
雨
本　
　
「
葦
牧
軒
説
」

○
巻
七
・
39
「
東
陽
大
禅
師
作
前
長
州
刺
史
三
秀
端
公
之
賛
、
某
跋
某
末
」

　

東
大
本　
　
「
東
陽
大
禅
師
作
前
長
州
刺
史
三
秀
端
公
之
賛
、
某
跋
某
末
」

　

鶚
軒
本　
　
「
東
陽
大
禅
師
作
前
長
州
刺
史
三
秀
端
公
之
賛
、
某
跋
某其

乎

末
」

　

榊
原
本　
　
「
東
陽
大
禅
師
作
前
長
州
刺
史
三
秀
端
公
之
賛
、
某
跋
某
末
」

　

杏
雨
本　
　
「
東
陽
大
禅
師
作
前
長
州
刺
史
三
秀
端
公
之
賛
、
某
跋
其
末
」

○
巻
七
・
43
「
前
住
禅
興
竺
帝
和
尚
祭
文
」

　

東
大
本　
　
「
前
住
禅
興
竺
帝華

カ

和
尚
祭
文
」

　

鶚
軒
本　
　
「
前
住
禅
興
竺
帝華

カ

和
尚
祭
文
」

　

榊
原
本　
　
「
前
住
禅
興
竺
帝華

カ

和
尚
祭
文
」

　

杏
雨
本　
　
「
前
住
禅
興
竺
華
和
尚
祭
文
」

　

ま
ず
「
葦
牧
野
説
」（
巻
七
・
12
）
に
つ
い
て
は
、
零
本
で
あ
る
光
源
院
本
の
み
が
「
葦

牧
軒
説
」
に
作
っ
て
お
り
、
東
大
本
系
諸
本
で
は
す
べ
て
「
葦
牧
野
説
」
の
標
題
を
用
い
て

い
る
。
こ
の
作
品
は
、
京
都
の
東
福
寺
の
僧
景
雪
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
そ
の
書
斎
の
斎

号
の
由
来
を
説
く
文
で
あ
る
。
本
文
を
見
る
と
、「
行
色
遽
在
于
近
、
投
烏
糸
蘭

（
マ
マ
）一
片
、
需

扁
其
軒
。（
中
略
）
謹
擢
葦
牧
二
字
於
大
雅
之
中
」（
行
色
、
遽に

わ
か
に
近
き
に
在
り
、
烏
糸
欄

一
片
を
投
じ
、
其
の
軒
に
扁
せ
ん
こ
と
を
需も

と

む
。（
中
略
）
謹
み
て
「
葦
牧
」
の
二
字
を

「
大
雅
」
の
中
よ
り
擢ぬ

き
ん

づ
）
と
あ
る
。
景
雪
が
京
都
に
赴
く
前
に
、
万
里
に
烏
糸
欄
紙
（
黒

い
罫
線
を
引
い
た
紙
）
を
与
え
、
書
斎
の
扁
額
に
題
す
る
斎
号
と
そ
の
説
を
求
め
た
の
で
、

『
詩
経
』
大
雅
よ
り
「
葦
牧
」  18

の
二
字
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
が
、「
其
の
軒
に
扁
せ
ん

こ
と
を
需
」
め
ら
れ
て
「
葦
牧
」
の
斎
号
を
説
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
景
雪
の
書
斎
の
名
は

「
葦
牧
軒
」
で
あ
り
、
万
里
が
作
っ
た
文
章
の
標
題
は
「
葦
牧
軒
説
」
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
七
巻
本
の
う
ち
杏
雨
本
の
み
が
「
葦
牧
軒
説
」
に
作
る
の
は
、
文
意
か
ら
見
て
も
正
し

い
。
光
源
院
本
も
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
現
行
本
の
標
題
は
、
杏
雨
本
に
し
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た
が
っ
て
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

次
に
「
東
陽
大
禅
師
作
前
長
州
刺
史
三
秀
端
公
之
賛
、
某
跋
某
末
」（
巻
七
・
39
）
の
標

題
の
誤
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。
標
題
末
の
四
字
は
鶚
軒
本
の
注
記
に
し
た
が
っ
て
読
め
ば
、

「
某
、
其
の
末
に
跋
す
」
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
二
文
字
目
の
「
某
」
字
を
「
其
字
」
に

作
っ
た
テ
キ
ス
ト
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
杏
雨
本
で
は
、
ま
さ
に
「
某
跋
其

末
」
に
作
っ
て
お
り
、
某
（
万
里
本
人
）
が
東
陽
大
禅
師
の
賛
の
末
尾
に
跋
を
附
し
た
こ
と

が
わ
か
る
表
記
と
な
っ
て
い
る
。
鶚
軒
本
の
注
記
が
正
し
い
こ
と
が
杏
雨
本
に
よ
っ
て
裏
付

け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
の
「
前
住
禅
興
竺
帝
和
尚
祭
文
」（
巻
七
・
43
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
題
に
東
大
系

諸
本
で
は
「
華
カ
」
も
し
く
は
「
華
乎
」
の
注
記
が
見
え
て
お
り
、
杏
雨
本
で
は
ま
ぎ
れ
も

な
く
「
華
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
作
品
の
題
は
「
前
住
禅
興
竺
華

和
尚
祭
文
」
で
あ
り
、「
竺
華
和
尚
」
の
た
め
に
作
ら
れ
た
祭
文
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
（
ロ
）
本
文
の
訂
正

　

杏
雨
本
に
よ
っ
て
誤
字
を
訂
正
で
き
る
の
は
、
標
題
の
み
で
な
く
、
本
文
も
同
様
で
あ
る
。

以
下
、「
濃
州
路
郡
上
郡
下
田
郷
吉
田
村
臨
済
山
大
宝
禅
寺
僧
堂
前
鐘
銘
並
序
」（
巻
七
・

15
）、「
牧
野
薬
師
寺
仏
殿
再
興
化
縁
疏
」（
巻
七
・
33
）
の
二
つ
の
散
文
と
、
前
出
の
「
前

住
禅
興
竺
華
和
尚
祭
文
」（
巻
七
・
43
）
の
韻
文
に
見
ら
れ
る
誤
字
が
、
杏
雨
本
に
よ
っ
て

訂
正
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
個
別
に
例
示
す
る
。

○
巻
七
・
15
「
濃
州
路
郡
上
郡
下
田
郷
吉
田
村
臨
済
山
大
宝
禅
寺
僧
堂
前
鐘
銘
並
序
」

　

東
大
本　
　

・
故
便

塑
乎

工
鋳
堂
前
之
鐘

　
　
　
　
　
　

・
同
超
等
妙
之
以
覚

　
　
　
　
　
　

・
于
圓
開
静

　

鶚
軒
本　
　

・
故
便
塑
乎
工
鋳
堂
前
之
鐘

　
　
　
　
　
　

・
同
超
等
妙
之
以二

乎

覚

　
　
　
　
　
　

・
于

開
静

　

榊
原
本　
　

・
故
便

塑
乎

工
鋳
堂
前
之
鐘

　
　
　
　
　
　

・
同
超
等
妙
之
以二

乎

覚

　
　
　
　
　
　

・
于

開
静

　

杏
雨
本　
　

・
故
使
型
工
鋳
堂
前
之
鐘

　
　
　
　
　
　

・
同
超
等
妙
之
二
覚

　
　
　
　
　
　

・
于

閑
静

　
「
濃
州
路
郡
上
郡
下
田
郷
吉
田
村
臨
済
山
大
宝
禅
寺
僧
堂
前
鐘
銘
並
序
」（
巻
七
・
15
）
に

は
、
三
箇
所
に
顕
著
な
異
同
が
あ
る
。
ま
ず
「
故
便

塑
乎

工
鋳
堂
前
之
鐘
」
に
つ
い
て
見
よ
う
。

こ
の
箇
所
で
は
、「

」
字
の
判
読
が
で
き
な
い
。
傍
書
に
見
え
る
「
塑
乎
」
と
記
す
校
語

を
用
い
て
読
め
ば
、「
故
に
便す

な
わ

ち
塑
工
、
堂
前
の
鐘
を
鋳
る
」
と
な
る
。「
塑
工
」
と
は
土

を
捏
ね
て
塑
像
な
ど
を
製
造
す
る
職
人
の
こ
と
で
あ
る
。
鐘
を
鋳
造
す
る
際
に
は
、
ま
ず
鋳

型
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
鋳
型
を
作
る
際
に
砂
や
粘
土
を
使
用
し
た
こ
と
か
ら
、
東
大

本
の
校
訂
者
は
鋳
型
を
作
る
職
人
で
あ
る
「
塑
工
」
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
  19

。
た
だ
「
塑
工
」
で
は
東
大
本
に
お
け
る
「

」
と
は
形
状
が
か
な
り
異
な

る
た
め
、
当
を
失
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
杏
雨
本
で
は
「
便
」
字
を
「
使
」
字
に
作
り
、「

」
字
を
「
型
」
字
に
作
る
。

杏
雨
本
に
し
た
が
え
ば
、
こ
こ
は
「
故
使
型
工
鋳
堂
前
之
鐘
」（
故
に
型
工
を
し
て
堂
前
の

鐘
を
鋳
し
む
）
と
読
む
。「
型
工
」
は
見
慣
れ
な
い
語
で
あ
る
が
、
鐘
を
鋳
造
す
る
鋳
物
師

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
鐘
を
鋳
造
す
る
際
に
は
、
ま
ず
鋳
型
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
の
作
業
を
行
う
の
が
鋳
物
師
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
文
字
の
形
状
や
、
鐘
を
鋳
造
さ

せ
た
と
い
う
文
脈
に
鑑
み
れ
ば
、
万
里
の
原
文
は
杏
雨
本
の
と
お
り
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

次
に
東
大
本
の
「
同
超
等
妙
之
以
覚
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
大
本
系
諸
本
の
校
語
に
も

あ
る
よ
う
に
、「
以
」
で
は
な
く
「
二
」
を
採
用
し
、「
同
に
等
妙
の
二
覚
を
超
え
て
」
と
訓

じ
て
、「
時
を
同
じ
く
し
等
覚
と
妙
覚
の
二
つ
の
悟
り
の
境
地
を
超
越
し
て
」
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。
杏
雨
本
で
は
「
以
覚
」
を
正
し
く
「
二
覚
」
に
作
っ
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら
が
正

し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

な
お
、
銘
の
本
文
に
も
異
同
が
あ
る
。
東
大
本
の
「
于
圓
開
静
」
で
あ
る
が
、
鶚
軒
本
・

榊
原
本
で
は
「
于

開
静
」、
杏
雨
本
で
は
「
于

閑
静
」
に
作
る
。
こ
れ
と
対
句
を
構
成

す
る
「
豊
嶺
黄
昏
」
が
、
地
名
と
見
ら
れ
る
「
豊
嶺
」
と
時
間
帯
を
表
す
「
黄
昏
」
の
二
字

の
熟
語
を
つ
な
げ
た
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
名
で
あ
る
「
于う

て
ん

」（
現
在
の
中
国

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
ホ
ー
タ
ン
）
と
静
け
さ
を
意
味
す
る
「
閑
静
」
を
つ
な
げ
て
表
記

す
る
杏
雨
本
が
正
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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七

杏雨書屋蔵『梅花無尽蔵』について

○
巻
七
・
33
「
牧
野
薬
師
寺
仏
殿
再
興
化
縁
疏
」

　

東
大
本　
　

・
挿
一
茎
草
作
林
月
刹

　
　
　
　
　
　

・
相
共
致
螻
蟻
之
悦

　
　
　
　
　
　

・
欽

諸
州
之
檀
門

　

鶚
軒
本　
　

・
挿
一
茎
草
作
林
月
刹

　
　
　
　
　
　

・
相
共
致
螻
蟻
之
悦

　
　
　
　
　
　

・
欽

諸
州
之
檀
門

　

榊
原
本　
　

・
挿
一
茎
草
作
林
月
刹

　
　
　
　
　
　

・
相
共
致
螻
蟻
之
悦

　
　
　
　
　
　

・
欽

諸
州
之
檀
門

　

杏
雨
本　
　

・
挿
一
茎
草
作
梵
刹

　
　
　
　
　
　

・
相
共
致
螻
蟻
之
忱

マ
コ
ト
ヲ

　
　
　
　
　
　

・
欽
敲テ

諸
州
之
檀
門

　
「
牧
野
薬
師
寺
仏
殿
再
興
化
縁
疏
」（
巻
七
・
33
）
は
、
美
濃
国
鵜
沼
に
あ
っ
た
薬
師
寺
の

仏
殿
を
再
興
す
る
た
め
の
寄
付
を
募
る
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
主
に
三
箇
所
の
顕
著
な
異

同
が
あ
る
。
ま
ず
、
東
大
本
の
「
挿
一
茎
草
作
林
月
刹
」
で
あ
る
が
、
杏
雨
本
の
本
文
を
見

れ
ば
「
林
月
刹
」
は
寺
院
を
表
す
「
梵
刹
」
の
誤
り
で
あ
り
、
こ
こ
は
「
挿
一
茎
草
作
梵

刹
」（
一
茎
草
を
挿
し
て
梵
刹
を
作
る
）
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
附
言
す
れ
ば
、
妙
心
寺
龍

華
院
所
有
の
古
鈔
本
『
梅
花
無
尽
蔵
』（
以
下
、「
妙
心
寺
本
」  20

と
略
記
）
が
「
梵
刹
」
に

作
る
こ
と
も
、
杏
雨
本
の
確
か
さ
の
傍
証
と
な
る
。

　

次
に
東
大
本
の
「
相
共
致
螻
蟻
之
悦
」
は
、「
相
い
共
に
螻
蟻
の
悦
び
を
致
す
」
と
訓
ず

る
。「
螻
蟻
」
は
ケ
ラ
と
ア
リ
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
微
賤
な
民
草
の
た
と
え
で
あ
る
。

そ
の
ま
ま
解
釈
す
る
と
、
民
衆
が
薬
師
寺
に
「
悦
び
」
を
寄
せ
た
、
つ
ま
り
喜
捨
し
た
と
い

う
意
味
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
意
味
は
通
ら
な
く
は
な
い
が
若
干
不
自
然
で
あ
る
。
一
方
、
杏

雨
本
と
妙
心
寺
本
を
確
認
す
る
と
、「
悦
」
字
を
「
忱
」
字
に
作
っ
て
い
る
。
杏
雨
本
に
は

「
マ
コ
ト
ヲ
」
の
傍
書
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
相
い
共
に
螻
蟻
の
忱ま

こ
と

を
致
す
」
と
読
み
、

民
衆
が
真
心
を
こ
め
た
財
物
を
薬
師
寺
に
寄
せ
た
と
い
う
意
味
に
な
る
。
東
大
本
の
「
悦
」

字
は
誤
っ
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
東
大
本
よ
り
由
来
が
古
い
杏
雨
本
、

お
よ
び
室
町
末
期
の
写
本
と
見
ら
れ
る
妙
心
寺
本
の
本
文
に
し
た
が
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

東
大
本
の
「
欽（

マ
マ
）諸
州
之
檀
門
」
に
つ
い
て
は
、「
欽つ

つ
し

み
て
諸
州
の
檀
門
に
馭
し
」
と

読
め
ば
、
薬
師
寺
の
僧
徒
が
馬
で
檀
家
の
門
戸
に
駆
け
つ
け
て
浄
財
を
求
め
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
こ
の
文
章
の
末
尾
に
附
さ
れ
た
銘
文
を
み
れ
ば
、「
窺
便
宜
而
敲
諸
州
」（
便
宜
を
窺

い
て
諸
州
を
敲た

た
き
）
と
あ
る
。
単
に
僧
徒
が
檀
家
の
門
戸
を
叩
い
て
浄
財
を
求
め
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
散
文
と
銘
文
と
で
内
容
に
齟
齬
が
生
ず
る
。
杏
雨
本
を
見
る
と
、「
欽
敲テ

諸

州
之
檀
門
」（
欽
み
て
諸
州
の
檀
門
を
敲
き
て
）
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
東
大
本
系
の
諸
本

が
採
用
す
る
「

」
字
は
「
敲
」
字
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
念
の
た
め
に
妙
心

寺
本
も
確
認
す
る
と
、
こ
ち
ら
は
「
故
敲
諸
州
之
檀
門
」（
故
に
諸
州
の
檀
門
を
敲
き
て
）

と
あ
る
。「
欽
」
字
で
は
な
く
「
故
」
字
を
採
用
し
て
い
る
の
は
、
万
里
が
推
敲
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
生
じ
た
異
同
で
あ
ろ
う
。「
敲
」
字
に
関
し
て
は
、
杏
雨
本
の
優
位
は
動
か
な
い
。

○
巻
七
・
43
「
前
住
禅
興
竺
華
和
尚
祭
文
」

　

東
大
本　
　

陀
羅
尼
雨
、
花
飛
湿
中

　

鶚
軒
本　
　

陀
羅
尼
雨
、
花
飛
湿
中

　

榊
原
本　
　

陀
羅
尼
雨
、
花
飛
湿
中

　

杏
雨
本　
　

陀
羅
尼
雨
、
花
飛
湿
巾

　

前
出
の
「
前
住
禅
興
竺
華
和
尚
祭
文
」（
巻
七
・
43
）
の
弔
詞
本
文
も
、
杏
雨
本
に
よ
っ

て
誤
字
の
訂
正
が
可
能
で
あ
る
。
東
大
本
系
諸
本
の
「
陀
羅
尼
雨
、
花
飛
湿
中
」
二
句
で
あ

る
が
、
杏
雨
本
は
後
句
を
「
花
飛
湿
巾
」
に
作
る
。
こ
の
弔
詞
は
四
言
詩
の
体
裁
の
韻
文
で

あ
り
、「
春
」「
因
」「
信
」「
辛
」「
身
」「
旬
」「
辰
」「

」「
真
」「
巾
（
東
大
本
系
で
は

「
中
」）」「
人
」「
陳
」
が
韻
字
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
杏
雨
本
が
正
し
く
、
意
味

も
こ
ち
ら
の
方
が
通
じ
る
  21

。

　
（
三
）
杏
雨
本
に
お
け
る
誤
写

　

東
大
本
系
統
の
誤
字
を
訂
正
し
得
る
杏
雨
本
で
あ
る
が
、
東
大
本
系
と
同
じ
く
誤
っ
て
写

さ
れ
る
例
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
特
に
顕
著
な
の
は
、「
寓
」
字
を
「
寫
」
字
に
誤
る
例

で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
杏
雨
本
に
書
き
下
し
文
も
添
え
て
掲
出
す
る
。

○
巻
七
・
12
「
葦
牧
軒
説
」

　
　

暫
寫寓

鵜
湾
之
小
釈
菴

　
　
　

暫
く
鵜
湾
（
鵜
沼
）
の
小
釈
菴
に
寓
す
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八

中　尾　健一郎

○
巻
七
・
13
「

説
」

　
　

寫
居
累
世

　
　
　

寓
居
し
て
世
を
累
ぬ

　

二
例
と
も
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
葦
牧
軒
説
」

は
見
せ
消
ち
で
修
正
す
る
よ
う
に
「
寓
」
字
が
正
し
く
、「
写
」
の
正
字
体
で
あ
る
「
寫
」

は
誤
り
で
あ
る
。「

説
」
に
は
校
語
も
な
く
、
誤
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
杏
雨
本
の
誤
字
に
は
、
万
里
の
本
文
に
お
け
る
本
来
の
意
味
を
知
る
た
め
の

重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
前
出
「
臨
川
菴
記
」（
巻
七
・
36
）
の
次

の
一
文
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
書
き
下
し
文
を
併
記
す
る
。

　
　

 

当
此
時
、
而
木
之
大
者
、
材
之
巨
者
、
縦
横
水
上
、
紛
於
王
某
造
舟
之
柿
、
彷
彿
漢
武

自
潯
陽
浮
、
親
射
蛟
龍
於
江
中
、
軸（

マ
マ
）轤千

里
之
含
尾
。

　
　
　

 

此
の
時
に
当
た
り
て
、
木
の
大
い
な
る
も
の
、
材
の
巨お

お
い
な
る
も
の
、
水
上
に
縦
横

し
て
、
王
某
の
造
舟
の
柿
に
紛ま

ぎ

れ
、
漢
武
の
潯
陽
よ
り
浮
か
び
、
親み

ず
か

ら
蛟
龍
を
江

中
に
射
て
、
舳
艫
千
里
の
尾
を
含
む
を
彷
彿
す
。

　

こ
れ
は
、
美
濃
国
鵜
沼
（
現
在
の
岐
阜
県
各
務
原
市
）
に
草
庵
・
梅
花
無
尽
蔵
を
構
え
た

万
里
が
、
春
の
雪
解
け
水
を
利
用
し
て
、
木
樵
た
ち
が
材
木
で
筏
を
組
み
、
川
の
下
流
に
運

ぶ
様
子
を
描
写
し
た
部
分
で
あ
る
。「
彷
彿
」
以
下
は
『
漢
書
』
巻
六
、
武
帝
紀
の
元
封
五

年
（
前
一
〇
六
）
冬
に
見
え
る
、
武
帝
が
南
巡
し
て
尋
陽
（
現
在
の
江
西
省
九
江
市
）
に
遊

ん
だ
故
事
を
引
い
て
い
る
  22

。
し
か
し
、「
紛
於
王
某
造
舟
之
柿
」
は
何
を
指
す
か
が
不
明

で
あ
る
  23

。
東
大
本
、
鶚
軒
本
、
榊
原
本
は
と
も
に
「
柿し

」
の
本
字
で
あ
る
「
柹し

」
に
作
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
写
本
の
筆
写
者
も
「
柿し

」
字
と
認
識
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
果
樹
で
あ

る
「
柿し

」
は
木
材
と
な
り
得
る
植
物
で
は
な
い
の
で
、
杏
雨
本
の
こ
の
字
は
誤
写
の
可
能
性

が
あ
る
。
そ
こ
で
類
似
す
る
字
を
調
べ
た
と
こ
ろ
「
杮は

い

」
字
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ

れ
は
「

は
い

」
の
俗
字
で
、「
こ
け
ら
」「
木
屑
」
の
意
味
で
あ
る
。「
杮は
い

」
字
で
あ
れ
ば
木
材

と
関
わ
る
故
事
が
あ
る
。

　
『
晋
書
』
巻
四
十
二
、
王お

う

濬し
ゅ
ん

伝
を
繙
く
と
、
西
晋
の
王
濬
は
武
帝
の
命
を
受
け
、
蜀
の
地

で
呉
を
攻
め
る
た
め
の
戦
艦
を
作
っ
た
。
そ
の
と
き
に
生
じ
た
木
屑
・
木
片
の
類
が
、
長
江

の
水
面
を
覆
っ
て
下
流
に
流
れ
た
と
あ
る
。『
晋
書
』
の
原
文
で
は
、「
舟
楫
之
盛
、
自
古
未

有
、
濬
造
船
於
蜀
、
其
木
柿
蔽
江
而
下
」（
舟
楫
の
盛
ん
な
る
こ
と
、
古
よ
り
未
だ
有
ら
ず
、

濬し
ゅ
ん

、
船
を
蜀
に
造
り
、
其
の
木ぼ

く

柿は
い

江
を
蔽お

お

い
て
下
る
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
木
柿
」
が

木
の
切
り
く
ず
、
木
片
に
該
当
す
る
。
つ
ま
り
「
臨
川
菴
記
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
柿し

」

あ
る
い
は
「
柹し

」
は
誤
字
で
あ
り
、
本
来
は
「

は
い

」
の
俗
字
で
あ
る
「
杮は

い

」
が
正
し
い
。
杏

雨
本
と
東
大
本
系
の
諸
本
は
と
も
に
誤
っ
て
い
る
の
だ
が
、
杏
雨
本
が
「
柿し

」
字
を
用
い
て

い
た
こ
と
に
よ
り
、「
王
某
」
が
王
濬
で
あ
る
こ
と
、
東
大
本
系
統
の
「
柹
」
は
「
杮は

い

」
が

誤
っ
て
伝
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

四
　『
梅
花
無
尽
蔵
』
七
巻
本
の
伝
本
系
統

　

杏
雨
本
が
現
存
す
る
七
巻
本
の
中
で
最
古
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
本
文
が
東
大
本
系
の
諸
本

よ
り
も
す
ぐ
れ
る
こ
と
は
前
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
万
里
の
『
梅
花
無

尽
蔵
』
の
七
巻
本
と
抄
録
本
で
あ
る
古
鈔
本
を
中
心
に
研
究
し
て
き
た
。
主
に
玉
村
竹
二
氏

が
解
題
を
執
筆
す
る
際
に
閲
覧
し
得
な
か
っ
た
諸
本
の
う
ち
、
蓬
左
本
、
松
ヶ
岡
本
、
早
大

本
、
光
源
院
本
、
島
原
松
平
文
庫
本
等
に
つ
い
て
論
考
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
過
程
で
徐
々

に
分
か
っ
て
き
た
の
は
、
玉
村
氏
の
「
万
里
集
九
集
解
題
」（『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
所

収
）
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
テ
キ
ス
ト
が
思
い
の
ほ
か
多
く
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
玉

村
氏
が
解
題
を
執
筆
し
た
時
点
で
、
七
巻
本
の
主
要
な
も
の
は
、
東
大
本
、
東
大
四
冊
本
、

鶚
軒
本
、
榊
原
本
、
続
群
書
類
従
活
字
本
の
五
種
類
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
以
外
に
、
筆

者
が
調
査
し
た
蓬
左
本
、
松
ヶ
岡
本
、
杏
雨
本
、
早
大
本
、
都
立
公
文
書
書
館
本
の
五
種
類

の
鈔
本
が
あ
り
、
七
巻
本
の
種
類
は
玉
村
氏
が
調
査
し
た
七
巻
本
に
倍
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
七
巻
本
諸
本
の
伝
本
系
統
を
図
示
す
れ
ば
、
お
お
む
ね
本
稿
末
の

「『
梅
花
無
尽
蔵
』
七
巻
本
伝
本
系
統
図
」
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

杏
雨
本
と
東
大
本
系
諸
本
は
、
明
治
後
期
の
写
本
で
筆
写
が
中
断
さ
れ
た
早
大
本
を
除
い

て
、
す
べ
て
巻
七
ま
で
の
全
作
品
を
収
め
る
。
蓬
左
本
・
松
ヶ
岡
本
は
、
巻
七
の
途
中
か
ら

作
品
が
失
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
七
巻
六
冊
の
第
六
冊
が
通
行
本
の
巻
五
の
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
近
い
系
統
の
東
大
四
冊
本
の
よ
う
に
巻
一
か
ら
巻
七
ま
で
が
順
番
に
装
丁
さ
れ

て
は
い
な
い
。
恐
ら
く
松
ヶ
岡
本
と
蓬
左
本
（
巻
三
か
ら
巻
七
ま
で
）
は
、
杏
雨
本
や
東
大

本
系
諸
本
と
は
別
の
万
里
の
草
稿
に
由
来
し
、
東
大
四
冊
本
は
、
松
ヶ
岡
本
と
近
い
系
統
の

写
本
を
正
確
に
並
べ
替
え
た
も
の
に
基
づ
く
で
あ
ろ
う
  24

。
文
字
は
正
確
だ
が
作
品
が
揃
っ

て
い
な
い
松
ヶ
岡
本
と
蓬
左
本
は
、
七
巻
本
の
中
で
は
傍
流
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
江
戸
時
代
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杏雨書屋蔵『梅花無尽蔵』について

に
筆
写
の
主
流
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
東
大
本
系
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
一
方
、
杏
雨
本
は
他
の
七
巻
本
と
は
別
に
命
脈
を
保
ち
、
独
立
し
た
系
統
を
な
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
と
近
い
零
本
に
南
畝
旧
蔵
本
が
あ
る
が
、
こ
の
本
と
杏
雨
本
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
他
日
を
期
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
に
よ
っ
て
、
杏
雨
本
は
成
立
時
期
を
見
て
も
、
本
文
の
正
確
さ
を
見
て
も
、
他
の
七

巻
本
を
さ
ら
に
凌
ぐ
善
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
従
来
は
、
肥
前
平
戸
藩
主
・
松
浦
静

山
（
一
七
六
〇
〜
一
八
四
一
）
の
旧
蔵
書
  25

で
あ
っ
た
東
大
本
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
が
、

板
坂
如
春
（
一
五
七
八
〜
一
六
五
五
）
旧
蔵
の
杏
雨
本
が
、
こ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
重
要
で
あ

る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

　

筆
者
が
『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
伝
本
研
究
に
着
手
し
た
当
初
は
、
七
巻
本
は
大
名
家
に
、
古

鈔
本
は
禅
宗
の
寺
院
に
お
い
て
伝
写
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
た
。
予
想

は
大
き
く
は
は
ず
れ
て
い
な
か
っ
た
が
  26

、
最
古
の
七
巻
本
で
あ
る
杏
雨
本
に
関
し
て
は
、

も
と
も
と
医
師
の
蔵
書
で
あ
っ
た
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
貴
重
な
写
本
が
、
医

学
と
深
く
関
わ
る
杏
雨
書
屋
の
有
に
帰
し
た
こ
と
は
、
奇
縁
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

万
里
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
は
中
世
の
文
芸
や
歴
史
に
つ
い
て
研
究
す
る
上
で
、
は
な
は
だ

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
行
す
る
『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
や

続
群
書
類
従
活
字
本
の
内
容
を
仔
細
に
見
れ
ば
、
本
文
に
脱
字
・
誤
字
が
あ
る
だ
け
で
な
く

作
品
の
標
題
さ
え
誤
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
従
来
は
諸
本
の
傍
書
や
、
玉
村
竹
二
氏
、
市

木
武
雄
氏
の
校
訂
を
経
て
も
、
文
字
が
正
確
か
、
校
語
が
正
し
い
か
否
か
は
、
正
確
な
本
文

を
持
つ
テ
キ
ス
ト
が
な
け
れ
ば
判
断
の
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
杏
雨
本
の
存
在
に

よ
っ
て
従
前
の
問
題
を
解
決
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
以
後
、『
梅
花
無
尽
蔵
』

に
基
づ
い
て
万
里
の
詩
文
を
研
究
す
る
者
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
関
連
し
て
中
世
の
文
芸
や
歴

史
を
研
究
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
必
ず
杏
雨
本
の
本
文
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
本
稿
を
締
め
く
く
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
【 

附
記
】
今
回
執
筆
に
あ
た
り
、
公
益
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
に
多
大

な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
特
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

   

な
お
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP16K

02369

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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※
他
に
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の
七
巻
四
冊
本
が

あ
る
が

こ
れ
は
明
治
四
十
三
年
に
東
大
四
冊

本
を
謄
写
し
た
本
で
あ
る
た
め
略
す

東
大
四

冊
本
に
基
づ
く
と
見
ら
れ
る
続
群
書
類
従
活
字

本
も
同
じ
く
略

な
お
、
破
線
は
直
接
の
継

す

東
大
四
冊
本

明
治
十
五
年
の
謄
写
本

（
未
詳
、
巻
四
に
特
徴

　的
な
錯
簡
あ
り
）

榊
原
本

斎
藤
県
麿
旧
蔵

掛
川
藩
太
田
家
旧
蔵
？

早
大
本

国
書
刊
行
会
原
稿

明
治
後
期
の
写
本

松

岡
本

塙
保
己
一
・
和
学
講

談
所
旧
蔵

未
詳

東
大
本

平
戸
藩
松
浦
静
山
旧
蔵

蓬
左
本

尾
張
徳
川
家
旧
蔵

た
だ
し
巻
一
・

巻
二
は
別
本

鶚
軒
本

掛
川
藩
太
田
家
旧
蔵
？

杏
雨
本

板
坂
卜
斎
旧
蔵

梅
花
無
尽
蔵

七
巻
本

伝
本
系
統
図

承
関
係
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

万
里
自
編
本



一
一

杏雨書屋蔵『梅花無尽蔵』について

注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1 

拙
稿
「
光
源
院
本
『
梅
花
無
尽
蔵
』
解
題
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
九
八
集
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
）
二
六
四
〜
二
六
七
頁
を
参
照
。

2 
七
巻
本
の
体
裁
を
具
え
る
『
梅
花
無
尽
蔵
』
諸
本
に
は
、
東
大
本
の
ほ
か
に
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
が
蔵
す
る
七
巻
四
冊
本
（
以
下
、「
東
大
四
冊
本
」
と
略
記
）、
土
井
鶚
軒
旧
蔵
本
（
国

立
国
会
図
書
館
蔵
、
以
下
、「
鶚
軒
本
」
と
略
記
）、
榊
原
芳
野
旧
蔵
本
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、

以
下
、「
榊
原
本
」
と
略
記
）、名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
七
巻
六
冊
本
（
以
下
、「
蓬
左
本
」
と
略
記
）、

松
ヶ
岡
文
庫
蔵
七
巻
六
冊
本
（
以
下
、「
松
ヶ
岡
本
」
と
略
記
）
等
が
あ
る
。
東
大
本
・
鶚
軒
本
・

榊
原
本
の
三
種
は
『
梅
花
無
尽
蔵
』
第
七
巻
の
す
べ
て
の
作
品
を
収
録
し
て
お
り
、
か
つ
本
文

が
同
じ
系
統
に
属
す
る
。
こ
れ
ら
の
系
統
に
つ
い
て
は
、拙
稿「『
江
戸
名
所
図
会
』に
お
け
る『
梅

花
無
尽
蔵
』」（『
国
語
国
文 
研
究
と
教
育
』
第
五
六
号
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会

二
〇
一
八
年
二
月
）
に
論
じ
た
。

3 

拙
稿
「
蓬
左
文
庫
蔵
『
梅
花
無
尽
蔵
』
七
巻
本
に
つ
い
て
―
併
せ
て
松
ヶ
岡
本
・
続
群
書
類
従

活
字
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
ず
」（『
国
語
国
文 

研
究
と
教
育
』
第
五
八
号
、
熊
本
大
学
教
育

学
部
国
文
学
会
、
二
〇
二
〇
年
一
月
）
を
参
照
。
な
お
同
論
文
で
は
、
蓬
左
本
の
巻
三
か
ら
巻

七
ま
で
の
体
裁
と
本
文
が
、
松
ヶ
岡
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
種
類
の
写
本

が
同
じ
系
統
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

4 

玉
村
竹
二
「
万
里
集
九
集
解
題
」（『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
二
年
）

5 

東
大
本
お
よ
び
東
大
四
冊
本
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
「
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
榊
原
本
に
つ
い
て
は
、「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
を
参
照
し
た
。

6 

市
木
武
雄
『
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
』
第
一
巻
〜
第
四
巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
〜

一
九
九
四
年

7 

杏
雨
本
の
装
丁
に
つ
い
て
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
に
杏
雨
書
屋
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
装
丁
を

改
め
た
こ
と
を
示
す
記
録
は
無
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

8 

山
鹿
誠
之
助
氏
に
つ
い
て
は
、『
新
修
恭
仁
山
荘
善
本
書
影
』
に
羽
田
明
氏
の
手
に
な
る
「
山

鹿
誠
之
助
略
伝
」（
ⅹ
〜
xvi
頁
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
略
伝
に
よ
れ
ば
、
山
鹿
氏
は
明
治

一
八
年
生
ま
れ
、
昭
和
三
一
年
死
去
。
長
崎
県
平
戸
市
の
出
身
で
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学

の
史
学
科
を
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
卒
業
し
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
に
京
都
帝

国
大
学
附
属
図
書
館
の
司
書
に
任
官
。
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
に
依
願
免
官
し
、
以
後
昭

和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
ま
で
同
図
書
館
の
嘱
託
司
書
の
任
に
あ
っ
た
。
以
後
、
嘱
託
と
し
て

京
都
大
学
附
属
図
書
館
と
杏
雨
書
屋
の
司
書
を
務
め
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
か
ら
昭
和

一
九
年
（
一
九
四
四
）
の
間
に
「
恭
仁
山
荘
善
本
解
説
」
を
完
成
さ
せ
た
の
ち
、
平
戸
に
帰
郷

し
た
と
さ
れ
る
（
羽
田
明
氏
「
序
」
ⅱ
頁
）。

9 

小
野
則
秋
『
日
本
の
蔵
書
印
』（
臨
川
書
店
、
一
九
五
四
年
初
版
、
一
九
七
七
年
複
製
版
発
行
）、

一
〇
四
〜
一
〇
五
頁
を
参
照
。

10 

岡
本
況
斎
（
一
七
九
七
〜
一
八
七
八
）、
名
は
保
孝
。
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
の
国
学
者
。

況
斎
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
榎
一
雄
「
岡
本
保
孝
の
こ
と
」「「
岡
本
保
孝
の
こ
と
」
補
遺
」（
と

も
に
『
榎
一
雄
著
作
集
』
第
十
巻
、汲
古
書
院
、一
九
九
四
年
）
に
詳
し
い
。
況
斎
の
蔵
書
印
「
岡

本
家
藏
書
印
」
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
参
照
し
た
。

11 

国
文
学
研
究
資
料
館
「
蔵
書
印
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
れ
ば
、「
家
在
木
國
和
歌
吹
上
之
浦
」

の
蔵
書
印
を
捺
し
た
書
籍
に
は
、『
和
泉
式
部
集
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）、『
小
倉
百
首
類

題
話
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
な
ど
が
あ
る
。

12 

原
文
は
、
徳
田
武
編
『
鳳
岡
林
先
生
全
集
』
第
四
冊
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
二
二
六
〜

二
二
八
頁
に
拠
っ
た
。

13 

以
心
崇
伝
が
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
安
積
澹
泊
の
書
簡
を
集
め
た
『
新

安
手
簡
』
に
見
え
る
。
中
川
徳
之
助
『
万
里
集
九
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）
二
三
五
頁
、

お
よ
び
注
（
2
）
所
掲
「『
江
戸
名
所
図
会
』
に
お
け
る
『
梅
花
無
尽
蔵
』」
二
九
頁
を
参
照
さ

れ
た
い
。

14 

注
（
3
）
所
掲
「
蓬
左
文
庫
蔵
『
梅
花
無
尽
蔵
』
七
巻
本
に
つ
い
て
― 

併
せ
て
松
ヶ
岡
本
・
続

群
書
類
従
活
字
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
ず
」
五
一
〜
五
四
頁
を
参
照
。

15 

注
（
2
）
所
掲
「『
江
戸
名
所
図
会
』
に
お
け
る
『
梅
花
無
尽
蔵
』」
三
二
〜
三
三
頁
を
参
照
。

な
お
、
榊
原
本
の
ほ
か
、
東
大
本
・
鶚
軒
本
・
早
大
本
に
も
巻
四
の
同
じ
部
分
に
錯
簡
が
見
ら

れ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
つ
い
て
― 

国
書
刊
行
会
原

稿
を
中
心
に
― 

」（『
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
六
六
号
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
）
四
一
〇

頁
に
て
言
及
し
た
。

16 

注
（
4
）
所
掲
、『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
、
一
〇
〇
一
頁
を
参
照
。

17 

注
（
4
）
所
掲
、『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
、
九
八
二
頁
を
参
照
。

18 『
詩
経
』
大
雅
・
行
葦
に
、「
敦
彼
行
葦
、
牛
羊
勿
踐
履
」（
敦
た
る
彼
の
行
葦
、
牛
羊 

踐
履
す

る
勿
れ
）
と
あ
る
。

19 

梵
鐘
の
鋳
造
法
お
よ
び
後
出
の
鋳
物
師
に
つ
い
て
は
、
坪
井
良
平
『
日
本
の
梵
鐘
』（
新
装
版
、

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
。
初
出
は
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
刊
）「
Ⅵ 

梵
鐘
の
鋳
造
」
四
三

〜
五
二
頁
、
お
よ
び
安
福
彦
七
『
美
濃
国
多
芸
郡
金
屋
の
鋳
物
師　

中
世
美
濃
の
梵
鐘
を
独
占

鋳
造
』（
養
老
町
文
化
財
保
護
協
会
、
一
九
八
〇
年
）
三
〜
四
頁
を
参
考
し
た
。
万
里
が
居
住
し

た
美
濃
国
に
は
、
梵
鐘
を
鋳
造
す
る
職
能
集
団
が
あ
っ
た
。

20 

妙
心
寺
本
に
つ
い
て
は
、
注
（
4
）
所
掲
、
玉
村
竹
二
「
万
里
集
九
集
解
題
」
一
一
八
一
〜

一
一
八
六
頁
、
並
び
に
注
（
1
）
所
掲
「
光
源
院
本
『
梅
花
無
尽
蔵
』
解
題
」
二
六
二
〜

二
六
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

21 

玉
村
竹
二
氏
は
、「
中
」
字
に
「
巾
カ
」
と
注
記
し
て
お
り
、
氏
の
推
測
が
正
し
い
こ
と
も
杏

雨
本
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
注
（
4
）
所
掲
『
五
山
文
学
新
集
』
第
六
巻
、
一
〇
〇
四
頁

を
参
照
。

22 

該
当
す
る
『
漢
書
』
の
原
文
は
次
の
と
お
り
。「
自
尋
陽
浮
江
、
親
射
蛟
江
中
、
獲
之
。
舳
艫

千
里
、
薄
樅
陽
而
出
、
作
盛
唐
樅
陽
之
歌
」。
な
お
、『
漢
書
』
と
後
掲
『
晋
書
』
の
原
文
は
、

中
華
書
局
の
校
点
本
に
基
づ
く
。

23 
市
木
武
雄
氏
は
、
注
（
6
）
所
掲
『
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
』
第
四
冊
に
、「
王
某
」
を
「
文
王
」

と
見
な
し
、「
柿
」
字
を
「
梯
」
字
に
読
み
か
え
て
「
舟
橋
」
の
意
と
と
り
、『
詩
経
』
大
雅
・

大
明
の
「
造
舟
為
梁
」
を
引
く
（
五
五
四
頁
）。
し
か
し
、「
王
某
」
を
「
文
王
」
と
す
る
解
釈

に
は
し
た
が
い
難
い
。

24 

松
ヶ
岡
本
、
蓬
左
本
、
続
群
書
類
従
活
字
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注
（
3
）
所
掲
「
蓬
左
文

庫
蔵
『
梅
花
無
尽
蔵
』
七
巻
本
に
つ
い
て
― 

併
せ
て
松
ヶ
岡
本
・
続
群
書
類
従
活
字
本
と
の
関

係
に
つ
い
て
論
ず
」、
お
よ
び
拙
稿
「
松
ヶ
岡
文
庫
蔵
『
梅
花
無
尽
蔵
』
と
勝
海
舟
」（『
松
ヶ
岡

文
庫
研
究
年
報
』
第
三
二
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
を
参
照
。
な
お
、
万
里
の
草
稿
に
由
来
す
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一
二

中　尾　健一郎

る
古
鈔
本
に
は
光
源
院
本
の
よ
う
に
、
巻
の
配
置
が
は
じ
め
か
ら
降
順
に
な
っ
て
い
な
い
も
の

が
存
在
す
る
。
光
源
院
本
は
、巻
四
に
相
当
す
る
「
第
一 

頌
部
」「
第
三 

雑
文
」「（
第
二 

詩
部
）」

の
順
に
作
品
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
注
（
1
）
所
掲
「
光
源
院
本
『
梅
花
無
尽
蔵
』
解
題
」

二
五
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

25 

松
浦
静
山
の
蔵
書
印
「
樂
齋
堂
圖
書
記
」
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
編
『
国
立
国
会
図

書
館
蔵
書
印
譜
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
五
年
）
九
九
頁
を
参
照
。

26 
東
大
本
、
蓬
左
本
が
大
名
家
の
所
有
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
自
明
で
あ
る
が
、
伝
本
系
統
が
近
い

鶚
軒
本
と
榊
原
本
も
、
遠
州
掛
川
藩
太
田
家
に
由
来
す
る
と
見
ら
れ
る
。
鶚
軒
本
に
は
「
太
田

氏
圖
書
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
榊
原
本
に
は
太
田
道
灌
の
号
に
ち
な
む
「
静
勝
」
の
蔵
書
印
が

あ
る
。
玉
村
竹
二
氏
は
、
注
（
4
）
所
掲
「
万
里
集
九
集
解
題
」
に
、
鶚
軒
本
を
水
戸
藩
に
仕

え
た
太
田
道
灌
の
後
裔
の
所
有
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
（
一
一
七
三
頁
）。
し
か
し
、
鶚
軒
本
を

校
訂
し
た
矢
部
潤
（
号
は
温
叟
。
掛
川
藩
儒
・
松
崎
慊
堂
の
門
人
）
は
、
掛
川
藩
主
太
田
家
に

仕
え
た
人
物
で
あ
る
。
水
戸
藩
に
仕
え
た
太
田
家
で
は
な
く
、掛
川
藩
主
の
太
田
家
が
、鶚
軒
本・

榊
原
本
の
旧
蔵
者
と
し
て
適
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
矢
部
温
叟
に
つ
い
て
は
、
西
尾
市
岩
瀬
文

庫
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
」
に
記
載
の
「
道
淳
公
貴
号
考
」
書
誌
の
備
考
に
、「
旧・

掛
川
藩
士
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
岩
瀬
文
庫
の
書
誌
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
左
記
の
と
お
り
。

    https://trc-adeac.trc.co.jp/W
J11F0/W

JJS07U
/2321315100/2321315100100010/

m
p01645800
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